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　 貴 金 属 化 学 注 入 法 （ Ｎ Ｍ Ｃ Ａ ） は 、 水 素 ／ 酸 素 又 は 過 酸 化 水 素 ／ 水 素 の ど ち ら か が 再 結
合 し て 水 を 生 成 す る よ う に 金 属 表 面 の 触 媒 特 性 を 向 上 さ せ 、 ま た Ｎ Ｍ Ｃ Ａ は 、 よ り 低 い 水
素 添 加 率 で 低 い 金 属 表 面 Ｅ Ｃ Ｐ 値 を 達 成 す る こ と を 可 能 に す る 。 こ の 接 触 作 用 法 は 、 金 属
表 面 に お け る 酸 素 濃 度 を お よ そ ゼ ロ に ま で 低 下 さ せ 、 従 っ て 、 Ｅ Ｃ Ｐ を 、 摂 氏 ２ ８ ８ 度 で
の 純 水 内 で の そ の 熱 力 学 的 最 小 値 で あ る お よ そ － ５ ５ ０ ｍ Ｖ  Ｓ Ｈ Ｅ に ま で 低 下 さ せ る 。
化 学 量 論 的 水 素 過 剰 量 を 得 る た め に は 、 供 給 水 の 水 素 添 加 が 、 ２ ： １ よ り も 大 き い 水 素 ：
酸 素 モ ル 比 、 又 は 原 子 炉 水 内 で の １ ： ８ よ り も 大 き い 水 素 ： 酸 素 の 重 量 比 を 達 成 す る よ う
に 調 節 さ れ る 。 Ｎ Ｍ Ｃ Ａ 化 学 物 質 を 原 子 炉 水 中 に 直 接 注 入 す る こ と に よ り 、 貴 金 属 を 原 子
炉 水 に 曝 さ れ る 原 子 炉 構 成 部 品 の 表 面 上 に 被 着 さ せ る 。 原 子 炉 構 成 部 品 の 表 面 は 、 一 般 的
に 酸 化 物 外 側 層 で 覆 わ れ る 。 貴 金 属 は 、 酸 化 物 層 上 に 被 着 さ れ 、 従 っ て 水 素 ／ 酸 素 及 び 水
素 ／ 過 酸 化 水 素 の 両 方 の 再 結 合 反 応 の た め の 触 媒 部 位 を 形 成 す る 。 Ｉ Ｇ Ｓ Ｃ Ｃ か ら 構 成 部
品 を 保 護 す る の を 保 証 す る の に 必 要 な Ｅ Ｃ Ｐ 値 は 、 そ の 場 合 に は よ り 少 な い 水 素 量 の 添 加
に よ り 達 成 す る こ と が 可 能 で あ り 、 従 っ て 、 よ り 高 い 水 素 濃 度 で 遭 遇 す る こ と の 多 い マ イ
ナ ス の 副 次 的 作 用 の 多 く を 回 避 す る こ と が で き る 。 現 存 す る 割 れ の 内 部 に 被 着 さ れ る 貴 金
属 の 有 効 性 を 評 価 す る こ と は 、 現 在 の 技 術 の 及 ば な い と こ ろ で あ る 。
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